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 要  旨 
システムが巨大化・複雑化している今日、様々な分野で起こっている事故を見てみると、シス
テムの運用・保守段階におけるヒューマンエラーが原因として報告されているものが多く、これ
らの中には社会に重大な影響を及ぼす事故も少なくない。この為の方策の一つとしてインシデン
ト情報の活用がある。例えば、国土交通省の重大インシデント、日本原子力技術協会の NUCIA
が挙げられる。インシデントの再発防止と事故の未然防止には、インシデント情報を十分に解析
し、的確な対象に効果的な対策を実施することが必要である。 
 
事故の表層的原因であるヒューマンエラーの背後には根本原因が存在し、効果的な未然防止を
実現する為には、インシデントの表層的原因を摘出・除去するとともに、その原因を生み出した
根本原因を見出し、対策を講じる必要がある。そして、起こりうる事象について未然防止対策の
実施を促し、立案された対策を実際に現場で運用する必要がある。 
そのためには、対策 (Action)をしくみ (Plan)に施すことが重要であり、PDCA (Plan-Do- 
Check-Action)の視点を導入し、管理の面からの組織的な取り組みが必要である。また、これらの
しくみに対し、どのような態勢が取られているかが重要である。 
これらを踏まえ、本研究では、管理要因に着目した PDCA の視点からのヒューマンエラー解析
とその組織要因の検討として、組織のヒューマンエラー防止と信頼性向上に資する
PI(Performance Indicator：評価指標)を提示し、将来起こりうる事故を未然防止することを目的
とする。 
 
研究の流れとして、2 章では組織のヒューマンエラー防止と信頼性向上に資する PI の作成のた
めに、実在する A 社のインシデント情報 20 件に対し解析及び討議を行い、文献調査を合わせ、
重要成功要因となる要因リストの候補を抽出した。その後、体系化を行い抽象化した結果、中分
類 49 項目が選出された。また、その後も事例数の拡大(新たに 34 件)と文献調査を行い、更にブ
ラッシュアップした要因リスト 56 項目を選出した。(3 章) 
4 章では、要因リストの妥当性の検証をすべく、A 社が保有するプラント(a)(b)の運用・保守に
係る 476 人の方(協力企業を含む)を対象に、各要因リストの重要度・充実度に関するアンケート
を実施し、その結果を考察している。 
5 章では、A 社がアンケート解析に基づく要因リストの充足感と実際のヒューマンエラー件数
等を比較し、PI の検討を行った。 
 
結論として、本研究では組織のヒューマンエラー防止と信頼性向上に資する PI のための要因リ
ストを提示した。この要因リストは主としてインシデント情報から得られた知見を活用しており、
この PI を実施することで、本研究では将来起こりうる事故を未然防止する一歩を踏み出すことが
出来ると考える。 
 
